
日本医師連盟は、去る６月３０日（火）に開催した執行委員会において、先に５月１９日（火）開催の常任執行

委員会での決定を踏まえて、平成２２年７月施行予定の第２２回参議院議員通常選挙における日本医師連盟推薦比

例代表候補者である西島英利参議院議員の支援体制について協議し、後援会活動における支援名簿獲得目標数

を３００万人とすることを決定しました。その算定基礎には日本医師会A①会員数を用い、全数で除算するとA①

会員１人当たり約３６人になります。

北海道医師連盟に対する獲得目標数は７万３千人であります。

前回、平成１９年７月に施行されました第２１回参議院議員通常選挙（日本医師連盟推薦比例代表候補者は武見

敬三前参議院議員）では、後援会員の獲得目標数は全国合計１００万人で８５．６％の達成率であり、北海道医師連

盟でも３万人に対して８６．０％の達成率に留まりました。

したがって、今回の北海道医師連盟に対する獲得目標数「７万３千人」は倍以上にハードルが上がってお

り、甚だ厳しい数値目標であります。

しかし、現下の厳しい経済情勢と混沌とする政治情勢の中で、わが国の国民皆保険制度をしっかりと堅持し

ていくためには、国会議員となった今日でも診療活動を実践し、かつ社会保障制度論にも精通した西島議員の

優れた政治手腕に期待するところ大であります。そして、その力を余すことなく発揮していただくためには、

西島議員に高位当選を果たしていただくことが肝要であると考えます。

連盟員各位におかれましては、どうか諸事情ご賢察いただき、北海道医師連盟の支援名簿獲得目標数の達成

のため、そして今後の支援活動に対しまして、引続き特段のご支援とご協力を賜りますよう心からお願い申し

上げます。

昭和２３年 宮崎県生まれ
昭和５２年 日本医科大学医学部 卒業
昭和５９年 北九州市、医療法人小倉蒲生病院・小倉南看護専門学校理事長
平成２年 北九州市小倉医師会理事
平成６年 北九州市医師会理事
平成１０年 日本医師会常任理事
平成１６年 参議院議員 当選
＜参 議 院＞ 厚生労働委員会委員 決算委員会理事
＜自由民主党＞ 国会対策副委員長 厚生労働部会副部会長

社会保障制度調査会副会長
ホームページURL http : //www.nishijimahidetoshi.net

第２２回参議院議員通常選挙支援体制について

参議院議員 西 島 英 利（にしじま ひでとし） 氏
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当医師連盟では、去る６月２０日（土）午後６時から札幌グランドホテル別館２階「グランドホール西」を会

場として、第１回郡市代表者会を開催の折、標記講演を企画し、元厚生労働大臣であります尾辻秀久自由民主

党参議院議員会長と西島英利参議院議員、そして各氏の地元、鹿児島県医師連盟からは米盛學委員長、福岡県

医師連盟からは横倉義武委員長をお招きして、２３０余名の参加者を得て盛会裏に開催いたしました。

当日ご講演いただきました尾辻秀久自由民主党参議院議員会長の講演録をまとめましたので、ご高覧願いま

す。

北海道医師連盟主催

講演 「日本の医療を考える」
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講演 「日本の医療を考える」

自由民主党参議院議員会長

元厚生労働大臣

尾辻 秀久 先生

本日は、北海道医師連盟の代表の先生方がお集ま

りになり、このように盛大な会をお開きになりまし

たことに、御礼を申し上げます。

また、今日は、鹿児島県医師連盟の米盛委員長、

福岡県医師連盟の横倉委員長にも、わざわざおいで

をいただきまして、ご挨拶をいただきました。私も

九州の一人でございますので、北と南で仲良くして

いただいておりますことに対しまして、御礼を申し

上げたいと存じます。

来年の参議院議員選挙は

天下分け目の戦い

今日は、先生方のお集まりにお呼びをいただい

て、お話を申し上げる機会をいただきましたことを

大変光栄に存じております。

今日、私は前座でございます。真打ちは西島先生

でございます。今日のお集まりのご趣旨も、いよい

よ来年に迫った参議院議員選挙、西島先生の必勝を

期してそろそろ準備を始めよう、そういうことであ

ろうと思います。

私ども参議院の立場から申しますと、近く行われ

る衆議院議員選挙も、来年の参議院議員選挙の前哨

戦であります。来年の参議院議員選挙こそ、何が何

でも勝たなければならない天下分け目の戦いだと

思っております。どうぞ来年の西島先生の勝利に向

けて、先生方のご支援を賜りますように心からお願

いを申し上げます。

講師 尾辻 秀久 先生
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骨太の方針

本日、私に頂きました演題に入らせていただきた

いと思います。

「日本の医療を考える」という題になっておりま

して、この問題、真正面から向き合い、お話を申し

上げるということになりますと、これはどこまで

行ってもという話になりそうであります。

そこで、今日のところは、骨太の方針に社会保障

を、医療をどのように書くのだという議論が続いて

おりますから、この議論の経緯などもご紹介を申し

上げ、その中で私がどのように思っているかという

ことを申し上げたいと思います。

まず、骨太の方針というのはどういうものかとい

うことであります。これは、政府が次の年の予算を

どういう方針で作るか、編成するか、その基本方針

を述べたものとお考えいただければいいと思いま

す。したがいまして、今６月、骨太の方針を書こう

といたしておりますけれども、これは来年４月から

再来年３月にかけての１年間の予算をどのように作

るか、編成するかという基本方針を定めるものでご

ざいます。そして、この後シーリングという作業が

あり、概算要求という作業があり、いよいよ１２月の

予算編成に向けていくわけでありますけれども、そ

の辺の話は省略をさせていただきます。

まず、この骨太の方針でありますけれども、これ

は政府の基本方針であります。したがって、閣議決

定をいたさなければなりません。どうやら（６月）

２３日ぐらいに閣議決定したいようであります。

閣議というのは、総理大臣を真ん中にいたしまし

て、全大臣がぐるっと取り巻いて会議を開く、ここ

で決めて、総理大臣初め全大臣が署名捺印をして決

める、これが閣議決定であります。

ただ、この骨太の方針も、この手続きを踏みます

けれども、これが率直に申し上げて、単なる手続き

になっているところに、問題があると思っておりま

す。これは手続きであって、本当は経済財政諮問会

議が書いているところに問題がある。

経済財政諮問会議は諸悪の根源

この経済財政諮問会議というのは、一体何者か。

私に言わせてもらうと、諸悪の根源ここにありであ

ります。日本の社会保障、医療をここまで追い詰め

てきたのは、ずたずたにしたのは、経済財政諮問会

議だと言わざるを得ない。そして、今年もまた、こ

の経済財政諮問会議が同じように書こうとするか

ら、絶対にそれはだめだと、私は立ちはだかってい

るつもりであります。弁慶のごとく、全ての矢を受

けて立ちはだかってやろうと思っています。本当

に、力尽きて倒れるならば、それも本望だと思って

おります。

経済財政諮問会議というのは、実は橋本内閣のと

きに誕生したのであります。総理大臣に対する諮問

会議なのであります。総理に対して、こんなことを

したらどうですか、こういうふうに考えますがいか

がですか、と諮問する会議なのであります。当初、

橋本内閣のころは、ほとんど注目を浴びるような存

在ではありませんでした。これが小泉内閣になっ

て、がらっと変わるわけであります。実質の政府の

方針、重要な方針、大事なこと、全部この経済財政

諮問会議が決めるようになってしまう、ここから問

題が生じたと私は思っております。

この経済財政諮問会議、おかしなことが幾つかあ

りますけれども、その１つが総理に対する諮問会議

なのに、座長が総理です。自分が座長になって、自

分に対する諮問を取りまとめる。こんな都合のいい

存在はないわけであります。ここで自分に都合よく

意見を出してもらって取りまとめて、経済財政諮問

会議がこう言っておりますからということにしてし

まう、小泉・竹中ラインが見事にそれをやったわけ

であります。

竹中という人を評して、他人が決めたこと、人が

決めたことを、決めた本人よりももっとうまく説明

する人間だと言った人がおりますけれども、私も全

くそのとおりだと思います。小泉さんのやりたいこ

とを、決めたことを、小泉さん以上にうまく説明し

ながら、この経済財政諮問会議を仕切ったのだと思

います。

�������������������������������������������������������������������������������������������

道医連ニュース版平成２１年第３号 平成２１年８月１日発行（５）



国会決議を無視する民間議員

この経済財政諮問会議、当然大臣も入っておりま

すが、大臣は忙しいし、私なども厚生労働大臣のと

きに、諮問会議やるから集まれと言うのですが、も

う直前に飛び込むのが精一杯です。実際、誰が意見

を述べるか。４人の民間議員という人たちがいます

が、この４人の民間議員が意見を述べる。それが全

てだと思っていただいていいと思います。そして、

かねて竹中さんと打ち合わせたとおりに意見を述べ

る。竹中さんは、ああ良い意見を頂きました、それ

で取りまとめましょうと言う。私などが反論しよう

としても、この民間議員が４人でとうとうと述べた

後に、残り５分で反論しろと言われる。私は１人の

民間議員が言った後に、１人ずつ反論させろと。そ

うじゃないとフェアじゃないと言ったのですが、大

体こんなやり方をするわけであります。

この４人の体質は、率直に言いますけれども、こ

んな思い上がりの極とでもいうような人たちはいま

せん。１つだけ、ご紹介します。

私と議論したときに、私がこの人たちに向かっ

て、国会決議とあんたが言っていることは違う、矛

盾していると言ったことがあります。そのとき彼ら

が何と言ったか。国会決議なんか無視すればいいん

だと言い放ったのであります。国会全体を無視すれ

ばいいと言い放った。これが彼ら民間議員の体質で

あります。

新自由主義、市場経済と

日本の医療は相容れない

彼らが何を言ってきたか。一言で言えば、日本を

アメリカにすればいいという主張であります。新自

由主義であれ、市場原理であれ、みんなそういうこ

とであります。

そもそも私に言わせてもらうと、そのことと日本

の医療は絶対に相容れないと思っております。日本

の医療ほど、完全な社会主義でやっている制度はな

いのであります。素人風に申し上げます。盲腸の手

術を北海道の札幌でやっても、鹿児島の片田舎で

やっても、どんな病院でやっても、どの先生が手術

をされようとも、同じ価格です。国全体で統一価格

でやっている制度でありますから、社会主義そのも

のであります。それでやっている日本の医療を、新

自由主義だと言って、相容れるわけがありません。

子供でも分かる理屈が分かってない。それを平気で

言っているのが、あの経済財政諮問会議の学者の人

たちです。

曲学阿世の徒

私は、経済財政諮問会議の人たちと付き合うまで

は、学者という人たちは、もっとまともな人たちだ

と思っていました。自分の主義主張は政治家、自分

の理論、理屈、これに命を賭ける人たちが学者だと

思っていました。そういう人たちをたくさん見てき

ましたけれども、あの経済財政諮問会議にいる学者

などといったら、権力にすり寄ることだけを旨とし

ている人たちです。一言だけではっきり言いますけ

れども、曲学阿世の徒なんていうのは、あの人たち

のためにある言葉だと思っております。

とにかく世の中全て金の人たちですから、口を開

けば、金。その金の面から、表向き日本の現在の姿

を憂いた。国の財政が借金地獄になっている。これ

を憂いた。何とかしなければいけない。確かに、そ

ういうふうに言えば、日本財政、借金地獄と言って

もいいと思います。国は巨額な借金をしています。

借金ですから、利息を払わなければいけない。今、

日本政府は、毎分１，７００万円の利息を払わなければ

ならないほどの借金を抱えております。大変だとい

う人たちは、とどのつまりは自分の金儲けに、大変

だ大変だと騒ぐことによって、金儲けにつなげよう

と思っていて、大騒ぎをする。

しかし、大変だ大変だと騒ぐほどには、私は大変

でないと思っています。なぜか。日本の借金は、別

に外国から借りておりません。例え話で言うと、だ

んなの収入が少ないから、奥さんのへそくりから借

りているようなものであり、これでもってこの家が

破産することはない。その例えで言っていいのが日

本だと思っております。ですから、大変だと騒ぐほ

どには大変でないと思います。
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プライマリーバランスの回復

それで小泉内閣、経済財政諮問会議は何と言った

か。２０１１年までに何とかプライマリーバランスを回

復しなければならないと言ったわけであります。プ

ライマリーバランスを回復するということはどうい

うことか。これは、日本は借金体質でありますか

ら、毎年借金を返すのに、借金してきて、借金を返

しているわけであります。

分かりやすい数字で言うと、１００万円借りてき

て、借金を１００万円返していれば、借金総額は増え

ません。今、日本は、１００万円借金をしてきて、９０

万円を借金返済に充てて、１０万円はまた必要経費と

して使っている。この１０万円ずつが、また借金総額

に上乗せされていっているというのが現状でありま

すから、せめてこれはやめよう。借金総額が増えな

いように、借金を続けることはしようがないけれど

も、借りてきた借金は、全額借金返済に充てる。そ

れで２０１１年にプライマリーバランスを回復する。そ

ういうことをやりたいという。

これは国の財政であっても、会社であっても、ご

家庭であっても一緒でありますけれども、収支のバ

ランスが崩れているわけでありますから、収入に支

出を合わすか、支出の分に合うように収入を増やす

か。両方から少し縮めてバランスをとるか、それし

かないわけであります。

小泉内閣は、徹底して支出を減らす、収入に支出

を合わす、それでバランスをとる。そういうふうに

言ったわけであります。

国家国民のために財源を確保すべき

私は、これも基本的に違うところが１つあると

思っております。国と、家庭の収支を合わすという

ことは違う。国というのは国家ですから、国民のた

めにやらなければならないことがあるのです。それ

はやらなければならない。金がないからやらないと

言ったら、まずいのです。国家です。国民に対して

やらなければならないことがあります。これはきっ

ちり積み上げなければいけない。これだけは要ると

いうことを言わなければいけません。そして、それ

で収入が合わないのなら、収入の方を合わすしかあ

りません。増税すればいいんですと、私は言い続け

ております。

ただ、小泉さんは違うことを言い、削れと言っ

た。私は大臣のときに、いつもここのところから経

済財政諮問会議と議論をしていました。彼らは、だ

から医療費を、社会保障を、収入よりも上回ってい

るのだから、総額のところで削れと言うのです。私

は、そんなことはできない。無駄はできるだけ削る

けれども、必要な金は積み上げなければならないだ

ろうと。日本の医療というのは、このぐらい必要で

はないかと、その計算をすべきだと、これでいつも

もめていたわけであります。私は今日もそのことを

申し上げたつもりであります。

２２００億円の社会保障費削減が

医療崩壊を招いた

そして、彼らが何と言ったか。２００２年に遡るわけ

であります。２００２年、平成１４年、これからの５年間

で社会保障費を１兆１，０００億円削れと言ったのであ

ります。そんなことはだめだと言ったけれども、経

済財政諮問会議全盛時代、小泉さんの絶頂期であり

ますから、はたが何と言おうと強引にそれを決め

た。５年間で１兆１，０００億円でありますから、毎年

２，２００億円削れと言ったのであります。これも、ど

うぞもう一回、先生方知っておいてください。無駄

を削れと言ったのではないのです。今、自然増の部

分をなどと、何かごまかして言っていますけれど

も、はっきり言えば、義務的経費、法律で決めてい

て、国がこれだけのことは国民のためにしますとい
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う約束をしていることを、制度上そうなっていると

ころを、そこから削れと言ったわけです。だから社

会保障がずたずたになったのです。どうしても必要

な分を削れと言ったのです。苦し紛れに、生活保護

から削った年もあります。何日か前の党首討論で、

散々うち（自民党）の麻生さんがやられた。自民党

というのは、そこまで冷たいことをするのか。生活

保護の母子加算も削るのかとやられた。まさにここ

から始まっているのです。

どうぞ先生方、今日ははっきり数字を申し上げま

すけれども、２，２００億円削れというと、こんな額を

削れるのは医療費しかありません。毎回診療報酬か

ら削ってきたのは、ご案内のとおりであります。平

成１４年の診療報酬で、２，２００億円のうちの１，８００億円

を削りました。次の１６年、７２０億円削りました。１８

年の診療報酬に至っては、２，２００億円削れば済むも

のを、それを通り越して２，３９０億円削っています。

これが今日の日本の医療をずたずたにした、医療崩

壊を招いた全てだと言っていいのです。

骨太の方針２００９の攻防

そして、やっと死ぬ思いで５年過ぎたと思ったと

きに、何と言ったか。５年間、見事に１兆１，０００億

円削りました。これまでの５年間でやってこれたの

だから、これからの５年間もできますよねって言っ

たのが「骨太の方針２００６」です。恨み骨髄の２００６で

す。これを今度の基本方針に、「２００６を踏まえて」と

書くと言うから、絶対だめだと言っているわけであ

ります。今、この辺の攻防を繰り広げているという

ことであります。

そろそろ時間になったと思いますので、この先を

お話ししたいことは一杯ありますけれども、どうぞ

そういう攻防だということをご存じいただいて、倒

れましたら骨ぐらいは拾ってくださいとお願い申し

上げて、終わりにさせていただきます。ご清聴あり

がとうございました。

（文責 北海道医師連盟）

◇尾辻秀久先生の主なプロフィール◇

○昭和１５年１０月鹿児島県生まれ。

○選挙区：比例代表

○当選回数：４回（平成１９年７月施行）

○現役職
参議院自由民主党議員会長、自民党社会保障
制度調査会社会保険庁等の改革ワーキンググ
ループ主査、参議院財政金融委員会委員

○議員連盟・団体
遺家族議員協議会幹事長、ドミニカ共和国へ
の日本人移住者問題解決を進める国会議員懇
談会会長、日本モンゴル友好議連会長、生活
衛生議員連盟副会長、国防議員連盟事務総
長、日本遺族会副会長、鹿児島県遺族会会
長、九州体操協会会長、全国保育政治連盟顧
問、全国私立保育園推進連盟副会長

○主な経歴
厚生労働大臣、自民党厚生労働部会長、参議
院財政金融委員会筆頭理事、参議院政治倫理
の確立及び選挙制度に関する特別委員会委
員、予算委員会筆頭理事、個人情報保護に関
する特別委員長、参議院自民党政審会長代
理、財務副大臣、参議院予算委員会理事、参
議院国会移転に関する特別委員会筆頭理事、
参議院選挙制度特別委員長、参議院国家基本
政策委員会理事、参議院国民福祉委員会（旧
厚生委員会）委員長、参議院厚生委員会理
事、総務政務次官、沖縄開発政務次官、参議
院自民党国会対策筆頭副委員長、自民党政調
副会長、自民党副幹事長、与党少子化対策検
討会参議院自民党代表、自民党恩給制度調査
会長、自民党社会部会副部会長
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北海道医師連盟は、平成２０年６月２１日開催の郡市代表者会で、平成２２年７月施行の第２２回参議院議員通常選
挙の比例代表推薦候補者として現参議院議員の西島英利氏の推薦を決定いたしました。全国の医師連盟では西
島議員の地元、福岡県医師連盟（６月５日）に続く早い時期の推薦決定であります。
当医師連盟では、これまでの参院選挙の反省に立ち、早期からの後援会活動の大切さを実感し、独自に推薦

を決定して以降、道内各地域で地元医師会のご協力を得ながら、順次国政報告会等の後援会活動を行っており
ます。
当医師連盟は、選挙施行までの期間、西島議員の人柄と実績等を当医師連盟員はじめ多くの支援者の方々に

理解いただき、幅広く認知度・浸透度を高めるための活動を積極的に展開して参ります。
連盟員各位には、ご家族、ご自身お勤めの医療機関等関係者や、ご友人、知人の方々をお誘いのうえ、ぜひ

会場に足を運んでいただき、西島議員に対して激励の声を掛けていただきますよう切にお願い申し上げます。
以下に、これまでに開催いたしました各地域での後援会活動の模様をご紹介いたします。

○平成２０年７月２５日（金）、岩見沢市他、

・空知ブロック内２郡市医師連盟、

岩見沢市医師会

午後から夕張市医師連盟・簗詰彰彦委員長、空知
南部医師連盟・梶 良行委員長（栗山町）を表敬訪
問。
午後６時３０分、岩見沢市内で開催された同医師会

恒例の会員懇親会に出席し、国政報告会を兼ねて懇
談。（道医連から宮本慎一副委員長が出席）

○平成２０年７月２６日（土）、深川市他、

・空知ブロック内５郡市医師連盟、深川医師連盟、北海道医師会

午前、美唄市医師連盟・井門 明委員長、空知医師連盟・小泉 洌委員長（砂川市）、滝川市医師連
盟・鈴木忠男委員長、赤平市医師連盟・赤川清介委員長、芦別市医師連盟・藤嶋 彰委員長を表敬訪問。
午後１２時３０分、深川市内で深川医師連盟・吉本勲委員長他役員と国政報告会を兼ねて会食懇談。午後４
時、北海道医師会館で開催の医療政策等検討委員会に出席し、国政報告会を兼ねて懇談。

○平成２０年９月２０日（土）、北見市他、

・北見医師連盟

午後４時、北見医師会主催、北見歯科医師会・北
見薬剤師会後援の「市民フォーラムと西島参議院議
員の講演会」の第２部で『私は「医療」から、この
日本を元気にしたい』と題して講演。
午後６時３０分、北見医師連盟主催の国政報告会で

講演後、北見ブロック会議（北見・網走・紋別・美幌・
遠軽５医師会）から「医療制度の充実に関する要望
書」を受け、引続き地元医師連盟役員等と懇談。（道
医連から長瀬委員長、宮本慎一副委員長が出席）

西島英利参議院議員の後援会活動を各地域で展開
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○平成２０年１０月１７日（金）、釧路市、

・釧路市医師連盟

午後６時３０分、釧路市医師連盟主催の「国政報告
会」では、「これからの社会保障」と題して講演。（道
医連から長瀬委員長、直江常任執行委員が出席）

○平成２１年２月７日（土）、函館市、

・渡島医師連盟

午後４時、函館市内で開催された渡島医師連盟主
催の「医政研修会」では、「これからの社会保障」と
題して講演。（道医連から宮本慎一副委員長が出席）

○平成２１年７月１７日（金）、旭川市他、

・旭川市医師連盟

午後１時３０分、富良野医師連盟・高橋尚志委員長
他役員と国政報告会を兼ねて昼食懇談会の後、市内
の医療機関を表敬訪問。
午後６時３０分、旭川市医師連盟主催の国政報告会

では、「社会保障の課題」と題して講演。
来賓挨拶では、日本医師連盟の羽生田俊常任執行

委員が西島候補の経歴等を紹介し次期参院選での支
援をお願いした。（道医連から長瀬委員長、宮本慎一
副委員長が出席）

○平成２１年７月１８日（土）、稚内市他、

・宗谷医師連盟

午前、上川郡中央医師連盟・椎名忠弘委員長、上
川北部医師連盟・松塚信男副委員長、上川北部医師
連盟・吉田肇委員長、上川北部医師会事務局を表敬
訪問。午後１時、上川北部医師連盟役員と国政報告
会を兼ねて昼食懇談会。
午後６時、稚内市での国政報告会では、「社会保障

の課題」と題して講演。来賓挨拶では、羽生田日医
連常任執行委員が西島候補の支援をお願いした。（道
医連から長瀬委員長、宮本慎一副委員長、旭川市医
師連盟から増田委員長が出席）
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平成２１年１月１４日付、道医連ニュース版平成２１年１号で既報のとおり、北海道医師連盟では、昨年１０月１３日

開催の平成２０年度第２回道医連郡市代表者会におきまして、第４５回衆議院議員総選挙における当医師連盟とし

ての「候補者推薦の基本的考え方」（次頁）を決定し、それに基づき道内小選挙区の立候補予定者であり、当該

小選挙区内の郡市医師連盟が一致して推薦する方々について推薦を決定しております。その後、一小選挙区の

立候補予定者１名の推薦を決定し、これまで道内１２小選挙区のうち９つの小選挙区について下表のとおり推薦

を決定しております。

今般選挙に際して日本医師連盟は、去る本年６月３０日開催の執行委員会で、諸情勢に鑑みて、「衆議院議員選

挙に臨む方針」（下欄）を改めて確認し承認しました。この議題の結びに、唐澤�人委員長は、「都道府県医師
連盟においては日本医師連盟の主旨に則った行動をお願いしたい」と重ねて述べました。

衆議院議員総選挙は８月１８日（火）公示、８月３０日（日）投票がほぼ確定しております。

連盟員各位におかれましては、今般選挙が明年７月施行予定の第２２回参議院議員通常選挙の前哨戦としてき

わめて重要な選挙でありますことを念頭において、適切な選択行動を執られるよう切にお願い申し上げます。

衆議院議員選挙に臨む方針

１．衆議院議員選挙に関する日本医師連盟推薦候補者については、都道府県医師連盟の推薦要請に基づ

き、日本医師連盟が決定することを基本としている。

２．日本医師連盟は、日本医師会の医療政策を最も理解し、かつ政策実現能力を有する自民党を中心とし

た政権与党の候補者を推薦する。

３．全国の日本医師連盟会員は、一丸となって国民医療の確保と充実を目指している。これらの目的達成

のために、各地域の会員には日本医師連盟の主旨に則った行動を願いする。

平成２０年９月１７日 日本医師連盟 委員長 唐澤�人

選挙区 所管地域 氏 名 政党

１区 札幌市（中央区、南区、西区） 長谷川 岳 自由民主党

２区 札幌市（北区、東区） 吉 川 貴 盛 自由民主党

３区 札幌市（白石区、豊平区、清田区） 石 崎 岳 自由民主党

５区
札幌市（厚別区）、江別市、千歳市、恵庭市、石狩市、北広島市、
石狩支庁管内

町 村 信 孝 自由民主党

６区 旭川市、士別市、名寄市、富良野市、上川支庁管内 今 津 寛 自由民主党

７区 釧路市、根室市、釧路支庁管内、根室支庁管内 伊 東 良 孝 自由民主党

１０区
夕張市、岩見沢市、留萌市、美唄市、芦別市、赤平市、三笠市、滝
川市、砂川市、歌志内市、深川市、空知支庁管内、留萌支庁管内

飯 島 夕 雁 自由民主党

１１区 帯広市、十勝支庁管内 中 川 昭 一 自由民主党

１２区 北見市、紋別市、網走市、稚内市、網走支庁管内、宗谷支庁管内 武 部 勤 自由民主党

第４５回衆議院議員総選挙関連情報

－小選挙区候補者の推薦決定と支援活動について－
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第４５回衆議院議員選挙における候補者推薦の基本的考え方

平成２０年１０月１３日 北海道医師連盟

１．北海道医師会の理念を十分に理解し、北海道医師会の政策遂行に協力できる候補者を推薦する。

２．政権与党である自由民主党を支持することを一義とするが、候補者個人の見識、人間性、政治姿勢、

政策立案能力および活動実績を参考にして推薦する。

３．北海道医師連盟は、各郡市医師連盟の意見を尊重しかつ地域の特性を考慮し、北海道医師連盟執行委

員会にて推薦を決定する。

※「第４５回衆議院議員選挙における候補者推薦の基本的考え方」に関わる北海道医師連盟の機

関決定の経緯は、平成２１年１月１４日発行の道医連ニュース版平成２１年１号本紙、または、当

医師連盟のホームページに掲載の同紙および「重要情報」をご参照願います。

※西島英利参議院議員に関わる道内各郡市医師連盟における後援会活動の模様や、西島議員の

国政の場での活動報告も当医師連盟のホームページからご覧いただけます。

http : //www.doiren.jp
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